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＜沖縄路線バス周遊パスについて＞ 

１．商品名 

【和名】 【英名】 

・沖縄 路線バス１日周遊パス ・OKINAWA 1 Day Bus Pass 

・沖縄 路線バス３日間周遊パス ・OKINAWA 3 Day Bus Pass 

・沖縄 路線バス１日周遊パス ゆいレールプラス ・OKINAWA 1 Day Bus and Monorail Pass 

・沖縄 路線バス３日間周遊パス ゆいレールプラス ・OKINAWA 3 Day Bus and 1Day Monorail Pass 

 

２．商品概要 

沖縄県を訪れるお客様に限り、沖縄本島内の第一交通（琉球バス・那覇バス）・沖縄バス・東陽バス が運行する路線バス

において、高速道路を通過する一部の路線 （※「111 番」「117 番」 ）、リムジンバス、定期観光バスを除き、期間中乗り放

題となります。 

また、沖縄ゆいレールの１日乗車券がセット価格で購入できるプラス券がございます。 

 

３．券種及び販売価格 

 
区分 販売価格 

沖縄 路線バス１日周遊パス 
大人 ¥2,500 

小児 ¥1,250 

沖縄 路線バス３日間周遊パス 
大人 ¥5,000 

小児 ¥2,500 

沖縄 路線バス１日周遊パス ゆいレールプラス 
大人 ¥3,000 

小児 ¥1,500 

沖縄 路線バス３日間周遊パス ゆいレールプラス 
大人 ¥5,500 

小児 ¥2,750 

※1 「プラス」に付属するモノレール乗車券は１日券となります。 

※2 小児とは 6 歳以上 12 歳未満とし、5 歳以下の幼児については、6 歳以上の方 1 人に 

つき幼児 1 人は無料となります。幼児 2 人目からは小児運賃での購入が必要となります。 

４．販売・取扱箇所 

①那覇空港（国内線・国際線）観光案内所 （営業時間：9 時～21 時（販売は 18 時までの予定）） 

②ＪＴＢツーリスト インフォメーション センター T-ギャラリア 沖縄 （営業時間：9 時半～17 時） 

③路線バス各社指定の営業所（那覇バスターミナル・名護バスターミナル・他） 

④その他販売代理店 

※③につきましては、８月中旬ごろからの取り扱い開始を予定しております。 

※④販売代理店については随時 JTB 沖縄にて募集致しております。 

本件お問い合わせ先：株式会社 JTB 沖縄 企画総務部 ０９８－８６０－７７０４  担当：小宮 E-mail：h_komiya@okw.jtb.jp 

 

５．今後の展開予定について 

◆発売開始日：平成 29 年 8 月 5 日（土） 那覇空港案内所（国内線・国際線）にて取り扱いを開始致します。 

また、当パス券の価値及び魅力向上のため、段階的な充実を図って参ります。 

 

６．その他  

公式ホームページ： http://okinawapass.com  



＜資料＞＜資料＞ 
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